
 

２０２３年４月２３日～２５日。真宗大谷派の本山である真宗本廟にてお勤まりの上記法要に、参拝旅

行を組み団体参拝してきました。養泉寺住職は今回、引率副責任者として参加しました。旅行は養泉寺を

含む１３ヶ寺の寺院方、御門徒さん、約６０名での大所帯でしたが、無事に深く楽しく過ごすことができ

ました。参加された皆さんからは、「これが最初で最後と分かっている。参加してよかった。」「本山の大

きさは圧巻だった。」「全国の皆さんと一緒に正信偈をお勤め出来て感慨深かった。」「また別の法要の機会

にぜひとも参加したい。」など、とても多くのご感想をいただきました。改めて本山の持つ「場の力」と

いうものを感じましたし、またいろいろ企画していきたいと思いました。 

さて、参拝旅行が終わりまた日常が始まっています。浄土真宗の教えを、養泉寺でも日々学び深めなが

ら、布教しています。本山も素晴らしいですが、まずはお手次寺から。よくお参りされる方も、まだお参

りしたことがない方も、とにかくまずは、お寺に来ていただきたいと心から願っています。 

「次回は参加しますので声かけて下さい。」という言葉ももらっています。有り難いです。お寺からの

情報は行事の際にお伝えしていますし、寺報にも繰り返し載せています。情報をぜひご活用下さい。 

全ての連絡先、問合せ、疑問や質問、ご意見ご感想はこちらまで！！ 
 

電 話  0258‐75‐2210 
ファックス  0258‐75‐2210 
ホームページ  https://yousenji-teradomari.jimdofree.com/ 
メール  yosenji1594@gmail.com 
郵 便  〒 940‐2502 新潟県長岡市寺泊一里塚 3883 

 

参拝終了後、境内にて寺泊地区寺院と御門徒さんとで記念写真（２０２３年４月２４日） 

特集 ～宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要に参拝してきました～ 
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養泉寺 ｋids LINE 養泉寺 LINE 養泉寺 Instagram 

 
前坊守が集め続けた絵

本や紙芝居じゃぞ！ 
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立
派
な
本
堂
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広
大
な
土

地
を
持
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宗
教
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税
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を
う
た
い
文
句
に
公
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売
り
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い
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い

う
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手
が
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布
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は
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。
税
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遇
を
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手
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取
っ
た
ビ
ジ
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ス
で
あ
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地
方
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人
口
減
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や
高
齢
化
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よ
り
、
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は
今
後
活
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に
な
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見
通
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本
来
教
え
を
聞
き
、
私
利
私

欲
に
溺
れ
て
い
き
か
ね
な
い
自

分
自
身
の
姿
の
危
う
さ
を
照

ら
さ
れ
、
歩
み
直
し
て
い
く
場

所
が
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
寺
院

を
、
私
利
私
欲
を
満
た
す
た
め

の
道
具
に
し
て
い
く
人
間
が
い

る
の
で
あ
る
。
自
分
の
た
め
に

は
神
仏
で
す
ら
、
平
然
と
利
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し
て
い
く
人
間
の
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
る
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「
悪
い
こ
と
を
す
る
奴
も
い

る
も
ん
だ
」
と
呆
れ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
は

き
っ
と
、
「
こ
の
問
題
は
私
の
問

題
で
も
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る

に
違
い
な
い
。
「
外
儀
は
仏
教
の

す
が
た
に
て
内
心
外
道
を
帰

敬
せ
り
」
（
『
正
像
末
和
讃
』
）
と

歎
き
、
外
面
だ
け
の
姿
を
自
己

の
中
に
も
確
か
め
な
が
ら
お
念

仏
と
共
に
歩
ま
れ
た
方
で
あ

る
。 

 

翻
っ
て
、
私
た
ち
は
何
を
中

心
に
し
て
生
活
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
こ
の
記
事
の
方
向
性
と

は
違
う
と
、
全
く
の
他
人
事
だ

と
、
心
の
底
か
ら
言
い
切
れ
る

だ
ろ
う
か
。
先
人
た
ち
が
遺
し

て
下
さ
っ
た
「
立
派
な
本
堂
や

広
大
な
土
地
」
が
、
今
日
も
私

に
問
い
か
け
て
く
る
。
（
住
職
） 

本堂横の部屋を絵本
の部屋にしました！ 

地域の子どもたちの
ために開放し、貸し

出しも行っていきま
す。もちろん大人も

大歓迎。 
ぜひ一度覗いてみて

下さい！ 

https://line.me/R/ti/p/@vfi6483k
https://line.me/R/ti/p/@vfi6483k


 

２ ３ 

法話会のご案内 ～聞法は死の準備ではなく生の糧である～ 

今年も定例布教を行います。昨年同様、浄土真宗の教えを改めて丁寧にたずねてまいります。 

日々不安や悩みの尽きない生活にこそ、教えははたらきかけてくるものです。人生を生ききる力

を教えからいただくことが真宗門徒の基本です。皆様のお聴聞を心よりお待ちしております。 
 

５月２８日（日） １３：３０～  講師：養泉寺住職、老僧 

７月２８日（金） １３：３０～  講師：養泉寺住職、老僧 

８月２８日（月） １３：３０～  講師：木村仁 師（長岡市專行寺） 

法中講のご案内 

法友交流会（生ビールの会）のご案内 

今年から法中講（ほっちゅうこう）を再開いたします。法中とは、近隣寺院の仲間のことで、行

事の時に行き来する関係です。法中講では、そんな法中寺院の皆さんのお話をお聞きします。 

高齢の方、女性の方、いろいろな切り口からのお話は皆さんの日常にきっと、法の彩りを添えて

くれるはずです。またお斎として、五目寿司を予定していますので、どうぞお楽しみに☆ 

皆様のお参りを心よりお待ちしております。 
 

【日時】 ６月１６日（金） 
【日程】 １０時～ 法中寺院法話、終了後お勤め、続いてお斎 
     ※解散は１２時半頃を予定しております。 

【法中寺院】 興琳寺・淨善寺・願念寺・林通寺・極成寺・法養寺 

共に仏さまの教えを聞く仲間のことを「法友（ほうゆう）」といいます。そこには、老若男女も

所属寺も職業も地域も関係ありません。ただ一緒にその場に座る。そして共に教えを聞く。それ

は自分を見つめ直すことでもあります。暑気払いも兼ねて、皆で集い、語り合いませんか？？ 
 

【日時】 ７月８日（土） 
【日程】 １８時～ お勤め、法話 
     １９時～ 乾杯 
     ※中締めは２０時半頃を予定しております。 

【講師】 松浦武馬 師（出雲崎町 運行寺御当院） 
【会費】 女性 1,000 円 男性 2,000 円（子ども無料） 

【申込み】 ７月３日までに養泉寺（0258-75-2210） 

     もしくは住職（090-24949493）まで！ 御講師の松浦氏 

 

 

苦しみの
原因って
何なのか
しら？ 

赤本はとにかく開くと
ころから始めよう！ 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1264&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/

